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This paper details "power to be able to waver" from the viewpoint of a novel concept to 
qualitatively assess healthcare support workers.Through quantitative research to date, it has 
become possible to investigate the "wavering" theory, which was born out of actual experience in 
the practice of welfare.In Study 1, it was suggested that empathy for "power to be able to waver" 
was related with sympathy, that is, thinking from the viewpoint of a different person, but a 
relationship between sympathy/avoidance and number of years of experience was not suggested. 
However, unless the internal process of individual experience of "wavering" and their significance 
are examined, it is not possible to explain the personal significance of "wavering" as a mental 
phenomenon.For this reason, in Study 2, we performed multivariate analysis of the associated ideas 
of subjects based on the degree of similarity of the items, and used PAC analysis to allow the 
subjects themselves to interpret and comprehend the structure.We examined the degree of avoidance 
in two subjects, and without regarding the subjective viewpoint of "wavering" that nurses felt 
as a negative emotion, we examined the significance of the comprehensive viewpoint intermixed with 
an objective viewpoint.  
†) 看護栄養学部 看護学科 (2016年6月27日受稿、2016年10月27日審査終了受理) 
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因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 因子５ 
環境への満足感（α＝.77） 
ｑ21 病院組織・上司は自分を守ってくれると感じる。 .77 
ｑ22 仕事の業績に対する評価方法に満足している。 .76 
ｑ20 この組織で働いていて、仕事の意欲が高くなった。 .68 
ｑ19 やる気のある医療チームに恵まれている。  .40         
共感（α＝.77） 
ｑ10 患者の立場にたってものを考えるようにしている。 .70 
ｑ9  他の看護スタッフの態度・表情を気をつけてみている。 .61 
ｑ11 患者の苦しみは痛いほどわかるのでなんとかしたい。 .60 
ｑ8  患者のちょっとした態度・表情を気つけてみている。  .52 
ｑ12 悲しんでいる患者や家族の気持ちを感じとろうとし自分もその人の悲し
さを感じたことがある。   .43    
独立性（α＝.70） 
ｑ16 何かする時、あまり人の手を借りようとは思わない。 .70 
ｑ17 まわりの人が悩んでいても、わりあい平気な顔でいられる。 .63 
ｑ15 他人の関心事にはそれほど興味をそそられない。       .58   
回避性（α＝.65） 
ｑ2  危機介入は苦手だ。 .73 
ｑ3  患者に「大丈夫」と言いつつ自分の言葉に無理を感じる。 .53 
ｑ1  患者に「死にたい」と言われて何も応じられなかった。 .51 
ｑ4. 患者にふりまわされたくないのでその場しのぎの言葉を使うことがある。     .48  
マイペース（α＝.60） 
ｑ13 患者に必要なら他のスタッフがどう感じていようとかまわず主張する。 .49 
ｑ14 よい結果が出るよう人をあてにせず自分自身でやるようにしている。      .45 
平均(SD) 2.59 3.25 2.06 2.59 2.23 
因子寄与 2.50  2.06 1.51 1.24 .67 
累積因子寄与率 13.14 23.97 31.94 38.47 42.04 
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表２ IRI-J（対人的反応性指数） 
因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 
想像力（α＝.76） 
ｑ28 小説の登場人物の気持ちになりきってしまう。 .87 
ｑ46 感動的な映画をみると、すぐ主人公の立場になれる。            .67 
ｑ39 劇や映画を見た後は自分が登場人物の１人になったかのように感じる。  .62 
ｑ30 映画や劇を見るときは普通冷静で、その中に完全に巻き込まれることはない。 .52 
ｑ49 面白い物語や小説を読むとそのような事が私に起こったらどのように感じるか




ｑ25 自分より幸せでない人の気持ちを思いやることがよくある。  .60 
ｑ51 誰かを批判する前に、自分がその立場に置かれたらどのように感じるかを想像
しようとする。 .52 
ｑ45 自分は思いやりのあるほうだと思う。                   .47 
ｑ48 誰かに悩まされている時は、しばらくその人の立場に立ってみようといつもする。 .44 
ｑ38 自分が正しいと確信できれば、人の意見を聞くために時間を浪費しはしない。  .43   
冷静さ（α＝.70） 
ｑ29 突発事態になると不安にかられる。（R)                  -.61 
ｑ47 突発事態に会うと、われを失ってしまうほうだ。 （R)           -.60 
ｑ26 他の連中の立場から物事を見るのは難しいと時々思う。           .60 
ｑ50 突発事態で助けを懇願している人がいると、取り乱してしまう。（R) -.50 





る。（Ｒ）    -.46 
平均（ＳＤ） 2.47 2.47 2.5 1.99 
因子寄与 3.24 2.45 1.5 1.12 
累積因子寄与率 12.45 21.89 27.66 31.95 
 
表３ ゆらぐことの出来る力（看護師版）の下位尺度と IRI-J・集団同一視各下位尺度間との相関 
                    n=104 
  
環境への 
満足感 共感 マイペース 回避性 独立性 想像力 
相手の 
視点 冷静さ 同情 
集団 
同一視 
環境への満足感 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 
共感 .00 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 
マイペース -.18 -.17 ― ― ― ― ― ― ― ― 
回避性 .10 .16 -.12 ― ― ― ― ― ― ― 
独立性 -.09 .04 .28** -.02 ― ― ― ― ― ― 
想像力 .05 .01 .00 -.03 .04 ― ― ― ― ― 
相手の視点 .24* .33** -.143 .13 -.15 .24* ― ― ― ― 
冷静さ -.07 .09 -.11 .30** -.12 -.31** .04 ― ― ― 
同情 -.16 -.26** .46** -.16 -.02 .14 -.10 -.25* ― ― 
集団同一視 .18 .28** .00 .21 .02 -.05 .27** -.01 .01 ― 
*p<.05 
**p<.01 
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３．結果 
 1) 協力者の属性 
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